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 講師の仲村清司氏は大阪生まれのウチナーンチュ（沖縄の人）２世で、現在沖縄に在住しておられ

ます。ウイットな話し振りで 90分があっという間に過ぎました。 

 「なんくる」とは沖縄の方言で「何とかなるさ」「どうにかなるさ」など、あまり気張らずに楽な気

持ちで考えようという意味ですが、決して投げやりで  

あったり、自分勝手であったりするという意味ではなく、「ジタバタせずにドーンと構えていよう。

そうすればきっといい結果が巡ってくる」といった意味も込められています。プラス思考・ポジティ

ブで事を成し遂げる精神ということである。 

 ゴルフの宮里兄弟プロは「クヨクヨせず、一喜一憂しないで」集中することを心がけているようで

す。子供を信頼し自立心を養うことで親はサポート役になっているとのこと。 

 沖縄の人口は、毎年 1万人が増加しており全国一の増加率となっております。沖縄は観光地であり、

また、移住地でもあります。それは自然が美しく風土が良いからで「なんくる」精神で生活をしてい

るからでしょう。 

 

平成 16 年 11 月 16 日（土）、沖縄県、リザンシーパークホテル谷茶ベイにて第 47 回全国印刷緑友
会沖縄大会が開催されました。大会テーマは「なんくる ないさ」（沖縄の方言で、何とかなるさ、
どうにかなるさ、等あまり気張らないで楽な気持ちで考えようと言う意味）と掲げられ、式典の続
き、仲村青司さん の講演会、懇親会と参加者全員で『なんくるないさ』を学びました。 

講演 

沖縄の元気力を育むナンクル精神

講師 仲村 清司氏



 

 「ゆいまーる」（結束して皆んなでやるの意）で事を成し遂げるのが沖縄の県民性である。 

 歴史的に見ても琉球王朝（国家）の時代に、西は中国、北は日本等、他国に侵害される恐れがあり、

真正面から対峙せずどの国とも等距離でバランスをとって苦難を乗り越えてきた。世界でも例がな

く、第２次世界大戦では 20万人（４人に一人）が死亡した。「なんくる」「ゆいまーる」精神はここ

から生じてきたものと推測される。 

「テーゲー主義」（いいかげん）というのもあるが、程々にとか程よく処理するとかいう意味で宮崎

のテゲテゲと同語彙である。「将たる者は、テゲ（あらまし）にしなさい、部下を信じ、度量をもっ

て組織の活性化と人材育成をすべし」と思う。 

県民性はダマサレヤスク横社会である。 

県産品がドンドン開発され、全国版になっている。特産品が紹介されている本は東京・大阪・京都

のみで沖縄以外地方では皆無である。それだけ県産品が売れている証拠である。モロミ酢は 20年の

研究で開発された、これこそナンクル精神の成果であろう。沖縄県は、数字で計り知れない豊かさが

ある。ナンクル精神で元気を持ち帰り、各人の成功を祈ります。 

沖縄に永住するとすればどこがいいかとの質問には、「自然を求めるなら離島、楽しみたいなら那

覇」と答え爆笑を誘った。 
 
 
 

 
 
 
 



 
 
                                                                           

                                                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

思い出に残る大会・・ 
沖縄印刷若潮会のみなさん  

ありがとう！ 

長野青年印刷人緑友会 竹内 隆文 

第４７回全国緑友会 沖縄大会に参加しました。 
１１月の信州はすぐそこまで冬の足音が近づいているというのに、空港で半そでアロハが本当に良
く似合う沖縄若潮会のメンバーに迎えられて会場まで送って  
いただきました。 
 暖かな気候と青く澄み渡った空と海を眺めていると自然と肩の力が抜けていくようなそんな心
地になります。―「なんくるないさ」―今大会のテーマが意味する事、気張らず、どーんと構えよ
うきっと良い結果はめぐってくるよ。厳しい経済環境の昨今ですが、緑友の仲間だからこそ今大会
で友情・懇親が一層深められたと確信しました。 
 沖縄若潮会の皆様は準備期間から大会開催まで、ホスピタリティー溢れる運営接遇をしていただ
き本当にありがとうございました、思い出深い沖縄大会にあら  
ためて感謝します。 
 来年５月２８日は長野市で総会を開催します、森田会長が率いた年度の総決算と次年度の藤田予
定者のスタートです、長野緑友会メンバー全員がしっかり演出させていただきますので来年５月長
野へ是非おこしください。 

・Report & Photo・



                               

                                       
 

第 47 回全国印刷緑友会
沖縄大会を終えて 

札幌青年印刷人の会  

実行委員長 加藤 景

 北は北海道南は沖縄まで総勢 430 名の参加のもと、全国大会はスタートしました。沖縄の気温と若潮

会の皆様にあたたかいおもてなしを受けながら皆がだんだんと一つになっていく空気を体感しました。

開会宣言から始まり式典が滞りなく終了。後に全員での記念写真撮影を行い、仲村講師による「なんく

る精神のお話。非常にポジティブで、沖縄大会のテーマである「なんくるないさ」の意味が良く理解で

き、前向きなお話をお聞かせいただきました。全国の仲間とコミュニケーションをはかる懇親会がスタ

ート。沖縄文化の四つ竹が始まり南国雰囲気満載で緊張が和らぐ心地よいオープニングでした。お酒が

進むに連れ全員の笑顔が会場を埋め尽くし、次回セミナー、総会、大会のＰＲを終え緑の大会旗がいよ

いよ札幌へと受け渡され若潮会会長より、心のこもった御礼のご挨拶にて閉会となりました。 

沖縄県印刷若潮会の皆様のおもてなし、気配り、お心遣いを深謝申し上げます。本当にありがとうござ

いました。 

 さて、次回４７回全国大会は南国青い空、青い海の沖縄から一気に白銀の世界北の都札幌での開催と

なります。雪祭り・温泉・スキー・スノーボード・すすきのと全国の皆様に満足していただくために準

備はスタートいたしております。札幌で全国大会の機会を与えていただきました事に感謝申し上げ、必

ずや成功に導き、緑友会をさらに盛り上げていく気持ちでいっぱいでございます。 

 札幌青年印刷人の会一同、全国の皆様を心よりお待ち申し上げております。 



                                                                       

  

   

   

   



   

  

  

   



   

   

 


